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こころとからだ

　日常生活の様々な場面・状況の中で顔におけ
る各種の変化が生じる。その中でも昔から注目
され研究対象となってきたのは表情である。特
に表情を客観的にコード化する方法が開発され
て以降，工学的な技術の進歩に後押しされて，
表情の認識や表出技術は既に様々な領域で応
用・活用されている。
　しかし，顔での変化は表情ばかりではない。
誰もが経験するものとして顔色の変化がある。
特に，顔が赤くなることは様々な場面・状況で
生じる極めて日常的な現象である。人前でのパ
フォーマンス状況で興奮や羞恥心により顔が紅
潮する。炎天下の作業や運動時にも，またイン
フルエンザの発熱によっても顔は赤くなる。心
理学的にはどのような心理条件において顔が赤
くなるのか，また，そこでの赤面現象の意味・
機能は何なのかに興味がある。本稿では赤面現
象についての生理心理学的及び解剖学的観点か
らの検討・考察を試みる。
　顔色の変化は顔面皮膚血管の血流量状態に依
存している。赤面すなわち顔の紅潮は顔面の皮
膚血管の拡張の結果と理解できる。血管の拡張
により血流量が増大し，皮膚が赤みを帯びて見
えるようになり，それが赤面となる。顔面皮膚
の血管は他の皮膚部位と同様自律神経の交感神
経により支配されている。血管を支配する交感
神経には血管収縮性神経と血管拡張性神経があ
り，耳介や口唇は交感神経性血管収縮神経が主
に支配しているが，他の顔面部位では血管拡張
神経も分布している。また近年，顔面皮膚血管

は副交感神経性の血管拡張神経の支配も受けて
いることが分かり，顔面皮膚部位によっては交
感・副交感の二重支配を受けていると考えられ
ている。さらに，このような神経性の支配ばか
りでなく，顔面皮膚血管には，交感神経系賦活
時に副腎髄質から血中に分泌されたアドレナリ
ンやノルアドレナリンの作用を受けた液性の血
管拡張のメカニズムも報告されており，赤面現
象として確認される顔面の血管拡張反応が，交
感・副交感どちらの神経性の反応なのか，それ
とも液性の反応なのか，あるいはこれらの組み
合わせによる反応なのかについては未だ明確に
なっているとはいえない。
　しかし，しくみがどうであれ，我々は赤面す
る。特に顔の紅潮は好きな人や憧れの人など他
者と面談する際や，人前での発表や演技など
パフォーマンスを行う等の対人的な社会的な文
脈において，紅潮の発現やその反応の増強を自
覚することが多い。このような日常的な経験か
ら，赤面現象，顔の紅潮は対人コミュニケー
ション状況等の社会的文脈における何らかの機
能・役割を有すると推察できるかもしれない。
　社会的文脈と赤面現象との関係を検討する目
的から筆者ら（廣田・小川・松田,�2018a）は
次のような実験的検討を行った。社会的文脈の
弱い課題（暗算課題）と強い課題（歌唱課題）
を行い，その際の顔面の皮膚血流量を計測し
た。暗算は連続減算を，歌唱は童謡を歌うとい
う課題で，両課題とも1分間行った。暗算は注
意を内面に向け，内的な活動に終始するので，
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でもが一様な反応を喚起する課題として，驚愕
ビデオ視聴時の顔面皮膚血流量の変化を検討し
た。その結果，驚愕刺激提示後に額と頬両部位
において皮膚血流量が一過性に有意に増加する
ことが明らかになった。このように社会的文脈
の関与がない感情喚起事態においても，顔面部
の皮膚血流量の増加が示された。
　社会的文脈が強い課題時でも，驚愕など何ら
かの感情が喚起された状況においても，その課
題・状況に応じて，何らかの対応・処理を行う
べく脳活動は高まると推測される。活動亢進が
見られる脳部位は，その課題の性質・内容や状
況などにより異なることが推察されるが，いず
れにしても総じて脳活動は亢進した状態と考え
られる。そのように捉えると，顔面皮膚部位で
の血流量増加の反応と脳活動との間に何らかの
関係性を推察することができる。
　ところで顔面部の皮膚血流の解剖学的な構
造はどのようになっているのか（Norton,�2012;�
Radlanski�&�Wesker,�2011）。顔面への血液供
給は外頸動脈と内頸動脈に由来する数多くの分
枝によって行われている。外頸動脈から発した
顔面動脈は下顎枝を回り口角の外方に至り下唇
動脈と上唇動脈を発し，鼻の側方から眼角動脈
と名称を変え鼻に沿ってさらに走行し，眼動脈

（内頸動脈由来）の終枝である鼻背動脈とつな
がる。そして，鼻背動脈は内眼角部で眼動脈か
ら来た滑車上動脈とつながり，滑車上動脈はさ
らに上方に進み前額中央部に至る。眼の上部の
前頭部は眼動脈から発して眼窩上孔（切痕）を
通ってくる眼窩上動脈により血液供給される。
一方，眼窩下部は外頸動脈由来の顎動脈の分枝
であって眼窩下孔を通ってくる眼窩下動脈に
よって血液供給される。
　それに対し，顔面の，特に額から頬部にかけ
ての静脈構造はどのようになっているのか。基
本的に動脈と静脈は並走している。前額部は網
状に込み入った静脈網により強力に灌流されて
おり，額の静脈血の大半は滑車上静脈（前頭静
脈ともいう）に集まる。側方の前頭部を走行す
る静脈は眼窩上静脈の分枝であり，前頭静脈は
眉間部で眼窩上静脈からの血流を受け，眼窩前

他者の存在を意識することが少なく，かつその
影響もあまり受けないと推測できることから，
暗算課題は社会的文脈が弱い状況と仮定した。
一方，歌唱課題は表出行動を伴い，歌唱につい
て上手とか下手とか他者から評価を受ける潜在
性が高く，他者の存在を意識しやすく，かつそ
の影響を受けやすいと推測できることから，社
会的文脈の強い状況と仮定した。これら2種の
課題を観察者がいない条件と観察者を面前にし
て行う条件とで実施し，額部と頬部の皮膚血流
量を2箇所同時にレーザードップラー血流計に
より計測した。その結果，観察者の有無に関わ
らず，暗算課題では額も頬も両部位ともに皮膚
血流量の変化はほとんど生じなかったのに対
し，歌唱課題では両部位ともに課題時の皮膚血
流量の増加が示された（図1に額部の結果を示
した）。このように課題が有した社会的文脈の
強弱で顔面部の皮膚血流量に弁別的な反応が確
認され，対人的・社会的要素が強い状況では顔
面部の皮膚血流量が増加することが明らかに
なった。
　しかし，顔の皮膚血流量の変化は対人的・社
会的な文脈にのみ反応するものでないことは日
常経験的にも明らかである（例えば，ギャンブ
ルで勝った際などの個人的な歓喜状況）。筆者
ら（廣田・小川・松田,�2018b）は，感情喚起
状況ではあるが，社会的文脈はなく，また誰

図 1　観察者の有り・無し条件における暗算課題
（MA）と歌唱課題（Song）時の額部皮膚血流量の
変化
BL：課題開始直前 10 秒間平均，Period1 〜 3：課
題時 60 秒間の各 20 秒区間の平均，Recovery：課
題終了後 30 秒間の最後の 10 秒間平均（廣田・小川・
松田 , 2018 一部改変）
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方で上眼静脈となり，眼の奥に位置する海綿静
脈洞に注ぐ。眼窩下壁からの血液を受ける下眼
静脈は海綿静脈洞と翼突筋静脈叢と連絡する。
一方，滑車上静脈（前頭静脈）と眼窩上静脈が
合流して鼻背部で始まる眼角静脈は鼻部の外側
に沿って進み顔面静脈となる。眼角静脈は鼻背
部と頬部の小静脈からの血液を集め，眼窩下孔
を通る眼窩下静脈とつながり海綿静脈洞と翼突
筋静脈叢に合流する。
　このように額部や頬部に供給された血液の多
くは，各領域にある静脈に集められ，最終的に
海綿静脈洞に送られていく（図2参照）。海綿
静脈洞は視床下部の下に位置する下垂体に隣接
する網目状の構造物で，左右一対あり（海綿間
静脈洞により左右は連絡している），左右の内
頸動脈はそれぞれの海綿静脈洞の中を抜けて走
行した後，分岐して各脳領域に血液を供給して
いる。
　顔面部の皮膚温の低下が脳を冷却するとの
報告がある。鼓膜温は視床下部温度を反映し，
様々な研究で鼓膜温が脳温の指標として活用さ
れてきた。前額部に氷嚢を置いたり，冷水に顔
面を浸漬することにより鼓膜温は低下する（内
野ら,�1982）。顔に送風することによって，送
風直後から鼓膜温が低下することが示されてい
る（Cabanac�&�Caputa,�1979a,b;�山下,�1989）。
顔面部の冷却による鼓膜温低下に反映される脳

温低下の機序は，上述の顔面血流に関わる解剖
学的な血管組織構造から説明される。冷却され
た顔の皮膚からの静脈血が上眼静脈などを経て
海綿静脈洞に流入すると，内頸動脈は海綿静脈
洞内を通って脳へと上行してくるので，冷却さ
れた海綿静脈洞内の静脈血と内頸動脈血との間
で対向流熱交換がなされて内頸動脈血が冷却さ
れ，その冷却血が脳の各領域に送られて，鼓膜
温の低下に反映されると考えられている。
　この機序を本稿で紹介した社会的文脈の強い
課題や驚愕時の顔面の皮膚血流量の結果と併せ
て考えれば，社会的文脈が強い課題遂行時や驚
愕時に顔の皮膚血流量の増加が生じているの
は，このような条件・状況時に生じる脳活動の
高まりによって産生される脳の熱を冷却するた
めと考えることができるかもしれない。また，
社会的文脈の強い課題や驚愕時には，顔面部で
の発汗活動も確認されている（廣田・小川・松
田,�2018a）。汗として汗腺から排出される水分
は蒸発する際に皮膚表面の温度を奪い，結果と
して皮膚温の低下を導く。したがって，皮膚直
下の血流量を増やすことで，より効率的に血液
温を低下することができる。
　このような機序を考えれば，社会的場面での
赤面（顔の紅潮）と発汗は，生物学的にはその
ような場面・状況で生じる脳活動の高まりによ
る脳温の増加を冷却する，いわば脳のラジエー

なぜ顔が赤くなるのか

図 2　海綿静脈洞と関連する静脈
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ター的反応と考えることができるだろう。面前
の場面・状況を適切に処理するために，脳温を
適正値に保ち，脳の適切な働きを担保する，ホ
メオスタシス的な反応，生理的な機能として赤
面現象を捉えることができるのではないか。ま
た赤面現象は社会的場面等で生じる感情喚起状
況ばかりでなく，様々な運動時も，暑熱環境下
でも，カゼ等による発熱時にも見られるが，こ
れらの状況・状態での赤面現象も，いずれも

「脳を冷やす」という本質的な目的からの反応
として理解することができるだろう。このよう
に，脳の冷却システムとして顔面皮膚血流の変
化を捉えることで，赤面現象，顔の紅潮という
反応のより包括的かつ基本的な説明・解釈がで
きるだろう。
　以上のようなことを仮定すると，赤面現象，
つまり顔の皮膚血流量の増加は，一義的には脳
の正常な働きを保ち，個体を維持するという
生物学的に本質的な目的として生じ，それが結
果的に社会的文脈の中で，他者に何らかの感情
の発露等を伝達する信号となり，対人コミュニ
ケーション機能を有するようになったと考えら
れるかもしれない。
　本稿で示したように社会的文脈の強弱課題
において，顔面部の皮膚血流量に差が示され
た。この結果は上述したような脳活動と顔面皮
膚血流量との関係を仮定すれば，社会的な文脈
が弱い課題よりも強い課題において脳活動が
より亢進したためと解釈することができる。つ
まりは，顔面部の皮膚血流量の多寡が脳活動レ
ベルと相関していることを示唆している。もし
そうならば，顔面の皮膚血流量を測定・評価す
ることで，脳の全体的な活動レベルを推定でき
るかもしれない。つまり，脳活動レベルのひと
つの指標として，顔面部の皮膚血流量を活用で
きる可能性が考えられるかもしれない。現在，
fMRIが脳機能研究で広く用いられているが，
fMRIでは二つの状態間（「task」と「control」）
の比較によって脳活動を検出するため，測定値
がそのまま脳の神経活動と対応していないこと
が最大の問題点とされる。脳の神経活動をでき
るだけ直接的に計測し，また定量化が可能な指

標として，脳の代謝活動を反映すると考えられ
る脳温度が計測値として最適と考えられている

（JST-CREST「次世代無侵襲・定量的脳機能イ
メージング法の開発」）。したがって，顔面皮膚
血流量の変化が脳温の維持に関係し，相関して
いると仮定されれば，顔面部の皮膚血流量はよ
り直接的な脳活動を反映する測度としての価値
を有することができるかもしれない。その仮説
の検証には今後の研究が必要であろう。
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